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到
来
だ
グ

連
日
汗
ば
む
ほ
ど
の
ム
ン
ム
ン
陽

気
、
梅
雨
空
の
合
い
聞
を
ぬ
っ
て
、

六
月
二
十
七
日
小
学
校
プ

1
ル
で
、

四
年
生
の
水
、
泳
教
室
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
プ
ー
ル
聞
き
は
雨
で
流
れ
、

今
年
初
め
て
プ

1
ル
に
入
る
子
ど
も

た
ち
は
、
先
生
の
指
導
の
も
と
に
猛

練
習
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

.

.

.
 

今
年
の
夏
ζ
そ
は
、
泳
げ
る
よ
う
に

と
、
ど
の
子
も
は
り
き
っ
て
い
ま
し

た
。
朝
早
か
っ
た
た
め
か
水
が
冷
た

く
、
プ
ー
ル
に
入
っ
た
り
、
出
た
り

そ
れ
で
も
元
気
に
水
の
中
に
飛
び
こ

む
子
ど
も
た
ち
、
本
格
的
な
夏
も
、

も
う
間
近
で
す
。

町の人口

7月 1日現在

7，676人

3，815人
3，861人

2，033戸

人口
男
女

世帯数



(2) 

児
童
数
増
加
に
と
も
な
い

小
学
校
増
築
工
事
、

報

現
在
の
小
学
校
々
舎
は
、
昭
和
四

十
二
年
建
設
当
時
の
ま
ま
で
、
こ
こ

数
年
児
童
が
増
え
、
現
在
の
校
舎

で
は
収
容
し
き
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ

り
、
児
童
数
増
加
に
と
も
な
い
、
小

学
校
増
築
工
事
が
十
二
月
完
成
を
目

指
し
、
い
よ
い
よ
七
月
十
日
か
ら
着

工
さ
れ
ま
す
。

増
築
さ
れ
る
建
物
は
管
理
棟
で
、

現
在
の
一
階
、
二
階
は
拡
張
さ
れ
、

さ
ら
に
一
階
増
築
さ
れ
、
三
階
建
て

に
な
り
ま
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
で
、
三
階
部
分
の
面
積
六

O
一

平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
階
、
二
階
部
分

広町和昭

近
く
着
工

の
増
築
面
積
三
一
三
平
方
メ
ー
ト
ル

延
べ
面
積
で
、
九
二
三
平
方
メ
ー
ト

ル
に
な
り
、
工
事
費
は
九
千
四
百
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

普
通
教
室
を
二
教
室
と
視
聴
覚
教

室
、
家
庭
科
教
室
、
特
別
活
動
教
室
、

資
料
教
室
な
ど
、
特
別
教
室
を
増
し
、

霊
未
を
受
け
や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。

建
築
面
積
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

図

亡コ既設臨

4・・・ 王堕出入口

和 主要校口

置l案内閣口増腕

Eコ3醐察校舎

仁コ対制校舎

配

小学校増築階別平面図

図面平階

中
学
校
待
望
の

夜
間
照
明
設
置
さ
る

現
在
小
学
校
々
庭
に
夜
間
照
明
施

設
が
あ
り
ま
す
が
、
年
々
ス
ポ
ー
ツ

が
き
か
ん
に
な
り
、
利
用
が
多
く
、

ほ
と
ん
ど
毎
日
使
用
さ
れ
毎
月
い
っ

ぱ
い
の
状
態
で
す
。
こ
う
い
う
状
況

を
察
し
た
町
で
は
、
お
お
ぜ
い
の
方

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
の

ほ
ど
中
学
校
々
庭
に
も
、
事
業
費
七

百
五

O
万
円
、
柱
数
六
本
、
照
明
ラ

ン
プ
数
四
十
八
個
、
照
明
度
二

0
0

ル
ツ
ク
ス
の
照
明
施
設
を
六
月
十
日

よ
り
工
事
着
手
し
て
お
り
、
七
月
十

日
完
成
予
定
で
す
。
健
康
や
体
力
向

上
を
め
、
ざ
し
、
多
い
に
御
利
用
く
だ

さ
い
。夜

間
照
明
申
し
込
み
先
は

中
央
公
民
館

電
話
三
七
三
七
番

図

男女更衣
65.25 rrt 

面平階2 

図面平階

一太ワクカ珪嘗欝官分
急ピッチで行なわれる夜間照暁I車

(中学校々庭)
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納
税
者
に
耳
よ
り
な

苛
得
悦
成
悦
と
ま

-
I
y
a
r
-
・1
a
句、、
4

・1
n
・

町

今
回
、
昭
和
五
十
一
年
分
所
得
税

の
特
別
減
税
が
行
な
わ
れ
、

次
の
金

額
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六

千
円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親

族
は
一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計

算
し
た
金
額
で
す
。
た
だ
し
、
納
め

た
昭
和
五
十
一
年
分
の
所
得
税
額
の

方
が
少
な
い
と
き
は
、
そ
の
税
額
ま

で
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明

し
ま
し
ょ
う
。

【
還
付
を
受
け
ら
れ
る
人
】

還
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
昭
和

五
十
一
年
分
の
所
得
税
を
納
め
た
人

で
す
。
た
だ
し
、
利
子
、
配
当
な
ど

の
源
泉
升
離
課
税
の
所
得
税
に
つ
い

8月 1日より実施

外
国
人
登
録
法

に
規
定
す
る
、

登

録
事
項
確
認
申
請

が
、
来
た
る
八
月
一

日
か
ら
、
十
一
月

に
か
け
て
集
中
的

に
行
な
わ
れ
ま
す

が
、
当
町
で
も
、

外国人登録替え

て
は
還
付
き
れ
ま
せ
ん
。

【
還
付
方
法
と
そ
の
手
続
】

①
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
場
合

本
年
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て
昨

年
と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
お
よ
そ
六
月

1
七

月
ご
ろ
、
賞
与
や
給
与
を
受
取
る
と

き
、
勤
務
先
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
給
与
以
外
に
所
得
が
あ

っ
た
り
、
二
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を

も
ら
っ
て
い
る
た
め
に
確
定
申
告
を

し
た
人
で
、
勤
務
先
か
ら
還
付
し
き

れ
な
い
分
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
分

に
つ
い
て
は
、
次
に
説
明
す
る
グ
事

業
所
得
者
な
ど
の
場
合
グ
と
同
じ
方

法
で
還
付
さ
れ
ま
す
。

②
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し

約
三
十
名
ほ
ど
該
当
に
な
り
ま
す
。

該
当
者
は
、
申
請
書
類
に
必
要
な

印
鑑
、

写
真
三
枚
、

登
録
証
明
書
を

持
参
の
う
え
、
役
場
戸
籍
係
で
登
録

替
え
を
行
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
十
四
才
未
満
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
写
真
は
不
要
で
代
理
申
請

に
よ
り
ま
す
c

て
納
税
し
た
人
は
、
六
月
下
旬
と
ろ

に
、
税
務
署
か
ら
還
付
を
受
け
ら
れ

る
金
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
の

際
、
同
封
さ
れ
た
還
付
請
求
書
に
、

所
要
の
事
項
を
記
入
し
て
、
税
務
署

に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る

と
、
税
務
署
か
ら
還
付
金
の
支
払
通

知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
か
ら
、
こ

の
支
払
通
知
書
に
よ
り
郵
便
局
で
還

付
金
を
受
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑨
そ
の
他

給
与
の
税
金
を
源
泉
徴
収
に
よ
っ

て
納
め
、
年
末
調
整
を
受
け
て
い
る

が
、
今
年
に
な
っ
て
五
月
末
ま
で
に

退
職
し
た
な
ど
の
た
め
、
給
与
の
税

金
を
源
泉
徴
収
さ
れ
た
ま
ま
で
年
末

調
整
を
受
け
て
い
な
い
人
な
ど
は
、

税
務
署
へ
還
付
請
一
本
ゆ
伊
じ
て
く
だ
さ

印
鑑
登
録
替
え
は

お
す
み
で
す
か

六
月
一
日
よ
り
、
新
し
い
印
鑑
登

録
制
度
へ
の
切
り
替
え
を
行
な
っ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
、

半
数
以
上
が
登

録
替
え
を
済
ま
せ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

七
月
三
十
一
日
ま
で
登
録
替
え
期
間

で
す
か
ら
、
登
録
す
る
印
鑑
を
お
持

ち
に
伝
っ
て
、
早
め
に
切
り
替
え
手

続
を
、済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
八
月
一
日
か
ら
は
、
旧
制

度
に
よ
る
印
鑑
登
録
は
す
べ
て
無
効

に
な
り
ま
す
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
。

い
。
乙
の
場
合
、
昭
和
五
十
一
年
分

の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い

ひ
と
は
、
期
限
後
の
確
定
申
告
を
し

て
、
特
別
減
税
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
、
電

話
甲
府
(
二
二
)
三

一
一
一
番
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
対
策

規
制
区
域
を
新
た
に
設
け
る

こ
の
ほ
ど
小
中
学
生
の
登
校
時
の

安
全
を
計
る
た
め
、
町
道
一
号
線
上

及
び
二
号
線
上
花
、
時
間
車
輔
進
入

禁
止
区
域
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

道
路
が
狭
い
う
え
、
朝
の
通
勤
時

に
は
車
が
多
く
、
児
童
の
登
校
が
た

い
へ
ん
危
険
な
状
態
で
、
前
々
か
ら

保
護
者
よ
り
要
望
が
あ
り
、
や
っ
と

実
現
さ
れ
ま
し
た
。

禁
止
区
域
は
別
図
の
と
お
り
で
す
。

運
転
者
の
理
解
あ
る
と
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

⑤ 輔進入.t，!'d

@指定右I1flJ7'¥.i1ff行禁，1

@大'剛凶様化

晶 一時伸，H特tζ注;都新)

抽l刈上での--<YdlC記号仁王<::)

住 ・町Jli~容刻;:<1甜晶車宜 30ktDです

市耐芭入集止区域は日昭、祭Bは除〈
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都市近郊の町

浮きぼりに… 農
業
世
帯
の
多
か
っ
た
わ
が
町

こ
こ
数
年
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
の

伸
び
は
い
ち
じ
る
し
い

報広町和昭

931人

必
70 

60 

50 

40 

生活環境実態調査のまとめ

328人
30 

20 

10 

町内全世帯を交換に、 4月30日現在桁なった佐活環境実態

調査J0.::結果がこのほどまとまりました。

この調査は、町民の日常生活の実態を調べ、各種行政施策の基礎

資料とするため、町独自の調査としては初めて実指したものです。

調査員については、町の婦人会の各支頭表さんに対頼いし、秘密

を守るため、調査票には、無記名て記入していただきましたυ

この結果、 1，993世帯のうち、 1，61 1世帯(80.8%)の』喉

から御協力料専ら払町としても、こ¢犠匿の主旨に基--:j，"¥て、こ

れらの朔直を、今後の伺改施策へ、有努刷用できるよう努力してゆ

きたいと考えています。

調査結果は別表のとおりです。
所得世帯状況

ぷ
は
ん
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
で

住民となった時期

服日401~1昭和 46
年以前Il I年以後

54% 
11 j |346% 

居住意識調べ

永住希望

51 9 

21 4 
%1% 

住みよい町なのかな

風
自
の
燃
料
は

プロパンガス
9 8. 9 % 

そ電ま

血気き

家の所有:、建物の造りは

.げ木造建築圧倒的.ヴ

建物の主構造所有調べ
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〈J¥ミ買物先調〉家庭用電気製品の所有状況

食料品以外ほとんど甲府て・.. . 

150 

よ一

140.0% 

50 

143.5% 

ストーブ類

電気こたつ

扇 機

カラーテレビ

風

衣料品

日用雑貨

食料品

電気製品

電
話
は
ほ
ぼ
全
世
帯
に
:

電気アイ ロン

電気冷蔵庫

l立ム.41主

99.8% 

99.2% 

86.3% 

電気洗濯機

話

マ
u

カ

メ

1
ノ
シ

気
ス

カ

電

ガ

ミ

/
2
1、

-フ

ン

トースタ

電

35.3% 

器

ガス湯沸器

白黒テレビ

オ

電子レンジ

ン

ステレ

オ Jレガ

火消

装飾品

1. 2 4台

2153台

の普 及 率
1世帯あたり

目
，円'"

自動車

1437台

家

し
尿
処
理
状
況

水
洗
便
所
普
及
四
割
強

浄
化
槽
の
清
掃
は
完
全
で
す
か
?

245% }¥.rームクーラー

6 8.6~ち

母語
2 8.8~話

ごみ処理はおもに 自

転

車

パー

イ輪

ク車

軽

自

動

車

普
通
自
動
車

大
型
自
動
車

-

間
巴l

自家処理はしているカ冶営処理希望カ多l，"'

( 5 3年 4月近侍悦盟場オープン)
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愛
育
活
動
ひ
と
す
じ

萩
原
た
け
子
さ
ん

去
る
四
月
二
十
日
、
夏
尽
日
比
谷
公
会
堂
に
お
い
て
聞
か
れ
た

第
九
回
全
国
班
員
大
会
で
、
愛
育
会
々
長
の
萩
原
た
け
子
さ
ん
が

山
梨
県
代
表
と
し
て
、
思
賜
財
団
母
子
愛
育
会
々
長
よ
り
、
栄
え

あ
る
表
彰
を
受
り
ら
れ
ま
し
た
。

報広町和H百

県代表で全国表彰

萩
原
さ
ん
は
、
昭
和

十
七

今年も家麗操指導 年
〈滴金丸宅にわ す

この通の落めもお特愛
ら向じ話常、の母に育十
れ 上てし会家健さ、班五
まに、合、庭康ん河員年
し努母い若訪をと西との
た力子な妻問守、支し長
。し保 ど 会 、 る 子 部 て い
て健をと部たどの、間

町

文 E
化文
財 5
審 21
議寺
会る
発
足

町
で
は
、
町
内
に
所
在
す
る
文
化

財
の
う
ち
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
、

そ
の
保
存
及
び
活
用
の
た
め
、
必
要

な
措
置
を
講
じ
、
も
っ
て
町
民
の
文

化
向
上
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
わ

が
国
文
化
の
進
歩
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
昭
和
五
十
二
年
三

月
、
町
文
化
財
保
護
条
例
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

乙
の
条
例
設
置
に
と
も
な
い
、
町

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
文
化

財
審
議
会
委
員
を
委
嘱
い
た
し
ま
し

一
套
貝
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会

長

井

口

副

会

長

武

井

委

員

柳

沢

H
H

山

ロ

グ

高

野

伝

幸

夫
八
十
一

国

光

広

林

現
在
は
会
長
と
し
て
、
昭
和
町
の

母
と
子
の
幸
せ
を
守
り
、
健
康
な
町

づ
く
り
を
す
る
た
め
の
、
愛
育
班
活

動
の
推
進
を
し
て
居
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
ご
活
躍
と
愛
育
班
活
動
が

向
上
発
展
き
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ

梅
干
運
動
実
施
中

昭
和
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は

昨
年
に
引
続
き
「
梅
干
を
食
べ
ま
し

ょ
う
運
動
」
を
熱
心
に

P
R
し
て
い

ま
す
。い

ま
ま
で
歩
ん
で
き
た
自
分
た
ち

の
経
験
を
生
か
し
、
梅
干
の
よ
さ
を

広
く
一
般
住
民
の
方
に
知
っ
て
も
ら

い
、
健
康
な
か
ら
だ
作
り
を
し
よ
う

と
P
R
K
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
で

す。
今
日
か
ら
で
も
一
日
一
回
梅
干
を

食
べ
る
よ
う
に
し
て
み
た
ら
い
か
が

で
す
か
。
効
果
抜
群
だ
そ
う
で
す
よ
。

梅
干
は
こ
ん
な
効
果
が
あ
る
そ
う

で
す
。
解
毒
、
殺
菌
、
血
液
浄
化
の

三
大
作
用
を
し
、
体
の
中
を
中
和
さ

せ
、
府
努
回
復
、
体
力
増
進
に
た
い

へ
ん
き
き
め
が
あ
る
そ
う
で
す
。

梅
は
、
梅
づ
け
で
食
べ
た
の
で
は

効
果
は
半
減
、
干
す
こ
と
に
よ
っ
て

太
陽
熱
に
よ
り
、
梅
の
も
つ
成
分
が

一
段
と
よ
く
な
る
と
の
C
と
で
す
。

檀
十
に
し
て
食
べ
ま
し
ょ
ぅ
。

知
事
表
彰
に
輝
く

清
水
子
ど
も
ク
ラ
ブ

昭
和
五
十
二
年
度
児
童
福
祉
週
間

行
事
の
一
還
と
し
て
、
去
る
五
月
六

日
、
山
梨
県
下
十
ケ
所
の
優
良
子
ど

も
ク
ラ
ブ
が
知
事
表
彰
を
う
け
、
中知事より表彰を受りる高野基君

巨
寧
の
代
表
と
し
て
、
清
水
新
居
子

ど
も
ク
ラ
ブ
が
そ
の
栄
誉
に
輝
き
、

子
ど
も
ク
ラ
ブ
会
長
、
副
会
長
、
指

筆
宣
二
名
、
計
五
名
出
席
し
、
知
事

よ
り
表
彰
を
う
け
ま
し
た
。

清
水
新
居
子
ど
も
ク
ラ
ブ
は
、
昭

和
三
十
年
に
発
足
し
、
指
導
者
は
児

童
憲
章
の
意
義
を
深
く
理
解
し
た
上

で
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
応
援
を
し
、
子

ど
も
等
は
自
主
的
な
校
外
学
習
の
場

と
し
て
、
ま
た
、
遊
び
の
中
か
ら
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
尊
さ
を
知
り
、
団
体

生
活
に
対
応
す
る
個
々
の
態
度
の
あ

り
万
な
ど
に
つ
い
て
よ
く
勉
強
し
て

い
ま
す
。

と
か
く
中
学
生
に
な
る
と
、
小
坐
J

生
と
の
活
動
を
好
ま
な
く
、
諸
行
事

に
不
参
加
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
の
特
色
と
し
て
、
歴
代

の
会
長
(
中
学
三
年
生
)
を
中
心
に

し
て
、
中
学
生
が
卒
先
し
て
活
動
民

参
泊
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
甲
府
市

民
接
し
て
い
る
関
係
か
ら
か
、
近
年

転
入
者
が
多
く
ク
ラ
ブ
児
童
数
も
年

年
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
在
来
意

識
を
も
た
ず
、
上
手
に
溶
け
合
っ
て

子
ど
も
ら
し
く
融
和
し
て
明
日
へ
向

っ
て
進
ん
で
お
り
ま
す
。

な
お
、
会
長
高
野
基
君
は
、
受
賞

#
宵
代
表
と
し
て
知
事
に
「
お
礼
の
言

葉
」
を
の
べ
ま
し
た
。

七
月
は

町
民
税
第
一
期
納
期

七
月
三
十
一
日
ま
で

お
早
め
に



公
民
館
事
業
計
画
の
お
知
ら
せ

主
義
育
の
総
合
施
設
と
し
て
、

日
常
生
活
と
結
び
つ
い
た
町
民
の
教

養
、
教
育
文
化
の
掻
興
の
拠
点
と
す

る
た
め
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
各
種
学
級

講
座
を
開
設
し
ま
す
。
多
数
の
方
の

参
加
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

公
民
館
で
開
催
さ
れ
る
学
級
や
講

座
花
、
受
講
を
と
希
望
の
方
は
、
中

央
X

公
民
館

(
T
E
L
三
七
三
七
)
へ

お
申
し
込
み
下
き
い
。

報

事業名 内 P廿*' 対象 期間 回数及時間

ペン婚習前字学、社習交、交ダ毎ン会ス、 話野外し活方教動
男撃関女~育21年68才才 年てP潤月7.3曜を0通日~ し青年学級 言、 毎週 1回

家庭教育学級 子ししかつどけもりの方健、康子、ど位も教の育封、舌のほ軍め務方、と 小を学持寸1年可生親 9月--3月
1 0回
2 0時間

婦人講座 容消費、経生活済問、婦題人、の人生間関き方t判、也健康美 婦 人 9月--3月 1 0時四間
2 0 

婦人ボランティ
婦と(思人しιいて性のや括役り書のとリ心をボ考をラ持ンえテつるたィ)めア♂活婦動人、 婦 人 9月--3月 1 0回

ア学級 30時間

子ども映画会 情画操の鑑を養賞のう機た会め、を提子供どもによい映 小学生 81 月月

成 人 式 新成人者を祝福する 32. 4. 2 1月15日
--33.4.1生

公購描躍進 生の活利用合理を奨イじ運励動すとるして公民館施設 町 民 年 間

広町

業

和

事

昭

館民J・1
.D. 

(7) 

緑の大敵
アメリカシ口ヒ卜りを防除しましょう!!

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
り
は
、
戦
後
ア
メ

リ
カ
か
ら
侵
入
し
、

旺
盛
な
繁
殖
力
で
、

庭
木
、
街
路
樹
、
桑
、

果
樹
な
ど
の
植
物
を

手
当
た
り
次
第
食
い
荒
す
害
虫
で
す
。

こ
の
虫
は
六
月
か
ら
七
月
と
、
八

月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
年
二
回
発

、
生
し
ま
す
。
小
き
な
幼
虫
の
と
き
に

は
、
ク
モ
の
巣
の
よ
う
に
糸
を
は
き

巣
の
中
で
数
百
匹
が
か
た
ま
っ
て
生

活
し
ま
す
。
し
か
し
大
き
く
な

鱗
絞

る
と
巣
か
ら
離
れ
て
し

議
機
絞

ま
う
の
で
、
防
除

繋

綴

撃

に
は
早
い
う
ち
に

闘
機
織
議

巣
の
部
分
を
枝
葉

鵬
綴
機
緩
繍

ご
と
切
り
と
り
、

臓
機
線
機
織

燃
や
し
て
く
だ
さ

棚
機

織

ぃ
。
ま
た
、
高
い

勝
機
対

木
で
巣
が
と
れ
な
い
場

等

合
な
ど
は
、
幼
虫
が
巣
の
中
に

は
い
っ
て
い
る
時
崩
に
、

D
E
P
乳

剤

(
5
o
o
-
-
0
0
0
)
倍
液
か
、

ま
た
は
、

D
D
V
P
乳
剤

(
1
0
0

0
1
2
0
0
0
)
倍
液
を
十
分
に
散

布
し
ま
し
?
っ
。

な
お
、
薬
剤
散
布
の
場
合
、
近
接

す
る
桑
固
な
ど
の
養
蚕
関
係
者
と
話

し
合
い
、
害
が
及
ば
な
い
よ
う
士
分

注
意
し
て
、
安
全
な
方
法
で
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

共
同
で
防
除
を
行
な
P2場
合
は
、

町
か
ら
無
償
で
薬
剤
を
交
付
し
強
力

動
噴
も
貸
し
出
し
ま
す
。
く
わ
し
い

こ
と
は
役
場
探
興
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

母
阜
商

ニ
一
一
一
番

食

中

毒

に

気

を

つ

け

よ

う

食
申
毒
は
、
毎
年
の
よ
う
的
に
伝
染
経
路
を
断
ち
切
り
、
食
中

に
つ
ゆ
時
か
ら
夏
に
か
け
て
毒
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
大
切

急
激
に
発
生
し
ま
す
。
そ
れ
で
す
。
文
、
食
中
毒
を
起
乙
す
細
菌

臨
時
は
食
中
毒
の
主
な
原
因
と
な
が
ハ
エ
や
ゴ
キ
ブ
リ
、
ネ
ズ
ミ
な
ど

由
る
細
菌
が
適
当
な
温
度
と
湿
の
衛
生
害
虫
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
来

汁
夫
度
に
よ
っ
て
盛
ん
に
繁
殖
す
て
食
べ
物
に
付
着
す
る
乙
と
が
少
な

hν

る
た
め
で
す
。
こ
れ
ら
の
細
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
食
べ
物
が
そ

ぺ
菌
が
食
べ
物
に
入
り
こ
み
繁
う
い

F

量
虫
に
よ
っ
て
汚
さ
れ
な
い

t
L
殖
し
た
も
の
を
何
も
知
ら
ず
よ
う
に
台
所
な
ど
は
常
に
清
潔
に
し
、

う
に
食
べ
て
吐
い
た
り
下
痢
し
害
虫
が
住
ま
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

正
一
た
り
す
る
の
が
食
中
毒
で
す
。
が
大
切
で
す
。

〈
そ
こ
で
、
食
中
毒
を
防
止
す
次
に
、
不
潔
に
し
て
い
る
人
の
体

る
に
は
、
乙
れ
ら
の
細
菌
が
に
も
こ
れ
ら
の
細
菌
が
つ
い
て
い
る

ど
の
よ
う
に
し
て
食
べ
物
に
こ
と
が
多
い
の
で
、
食
べ
物
を
調
理

入
る
か
を
よ
く
調
べ
、
徹
底
す
る
人
は
体
を
清
潔
に
保
ち
、
手
洗

い
に
は
特
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
一

そ
れ
か
ら
食
べ
物
に
つ
い
て
は
、
一

新
鮮
な
も
の
を
選
ぴ
、
調
理
し
た
も
一

の
は
出
来
る
だ
け
早
く
食
べ
る
よ
う
一

に
し
、
も
し
保
存
す
る
場
合
は
五
度
一

以
下
の
冷
蔵
庫
民
整
頓
し
て
入
れ
て
一

お
き
ま
し
ょ
う
。
多
く
の
細
菌
は
五
一

度
以
下
に
な
る
と
発
生
が
止
ま
り
ま
一

す
。
ま
た
、
調
理
す
る
場
所
か
ら
の
一

二
次
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
マ
ナ
板
や
一

包
丁
、
ふ
き
ん
な
ど
の
調
理
器
具
は

一

塩
素
や
日
光
で
十
分
消
毒
し
、
清
潔

一

に
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
一

で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
、
も
う
一

一

度
正
し
く
認
識
し
て
食
中
毒
を
起
こ

一

さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。



(8) .. 報

秀

作

題

【

新

茶

】

茶

所

花

嫁

ぎ

て

新

茶

の

初

便

り

中

沢

静

代

…

も

て

な

さ

る

新

茶

に

農

の

一

休

み

内

藤

ふ

く

次

一

つ
ぶ
や
き
つ
つ
老
母
新
茶
を
仏
前
に
清
水
年
江
…

佳

作

…

恥

旧

友

の

情

温

め

て

新

茶

の

香

輿

石

去

代

口

組

幻

茶

を

そ

そ

ぐ

妻

は

新

茶

と

言

い

そ

え

て

三

神

衛

…

「山
1
4
添
へ
手
紙
新
茶
の
香
り
凄
み
お
り

清

水

喜

水

…

弘
川
田

r
召
し
ま
せ
と
す
す
め
て
狼
新
茶
売
る
清
水
年
江
…

.

1叩
川
そ
の
味
で
土
地
の
名
を
売
る
新
茶
か
な
丸
山
喜
玉
…

問
権
旅
先
の
さ
さ
や
か
な
お
と
り
新
茶
買
う
磯
部
信
子
…

恥
吋
別
封
切
り
の
新
茶
K
老

の

舌

鼓

丸

山

喜

玉

…

1

・

叫

側

秀

作

【

雑

詠

】

川

山

ビ

シ

と

割

る

隼

語

軽

や

か

に

夏

料

理

清

水

喜

水
…

μ切
戸

苗

代

の

青

み

農

夫

の

足

速

し

桑

原

丑

寅

…

!

・

7
而
町
民
鯉
の
ぼ
り
小
さ
き
喜
悦
の
背
に
躍
る
丸
山
喜
玉
…

佳

作

郭
公
の
声
の
め
ぐ
り
て
毒
摘
む

三

神

衛

…

ミ
キ
サ
ー
の
い
ち
と
や
朝
の
腸
を
密
K

清

水

喜

水
…

検
温
器
き
ら
め
く
風
に
蓄
積
咲
け
り
清
水

喜

水
…

脱
ぎ
こ
ぼ
す
花
の
如
く
に
夏
ド
レ
ス
清
水
年
江
…

竿
売
り
の
呼
び
声
芽
木
の
村
と
お
る
内
藤
ふ
く
次
…

時
計
屋
の
時
間
ま
ち
ま
ち
春
の
雨
野
沢
か
っ
子
…

広町J 和昭

母
子
健
康
手
帳
交
付

妊
婦
健
康
相
談
日

七

月

二

日

十
六
日

八

月

六

日

二
十
日

時
間
午
前
九
時
J
十
二
時

持

ち

も

の

印

鑑

日炎相政イ7相

談

員

堀
之
内
敏
男

昭
和
町
西
条
四
二
二
三

ム
開
設
日
毎
月
第
一
、
第
三
月
曜
日

時
間
午
後
一
時
J
午
後
三
時

場
所
中
央
公
民
館

ム
相
談
日
以
外
の
相
談
は
、
自
宅
で

も
申
し
受
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
、
お
山
出
掛
け
下
さ
い
。

相
談
料
は
無
料
で
す
。

昭
和
五
十
二
年

四
月
二
十
日
以
降

婚

姻

河

西

勝

}
西
条
二
区

遠
藤
千
恵
美

志

村

千

秋

}
河
東
中
島

小

林

茂

子

申
色
同
健
一

}
築
地
新
居

河
田
あ
け
み

中

楯

博

明

}
西
条
一
区

高
野
美
つ
る

深

沢

晃

}
西
条
二
区

椀

平

恵

子

梶
原
政
二
三

}
築
地
新
居

保
坂
か
を
る

市

川

満

}

河

西

山
田
寄
津
与

向

山

文

明

}
西
条
一
区

加
賀
美
春
江

望

月

佳

記

}
西
条
二
区

遠

藤

和

子

秋
山
あ
す
か

今

村

文

子

野

沢

真

紀

山
本
絵
美
里

小
林
裕
一

田

中

一

樹

宮

川

由

美

佐

藤

孝

行

中

込

裕

二

堀

口

俊

樹

小

林

綾

秋

山

美

穂

新

海

美

和

宮

内

孝

枝

深

沢

恵

美

井
口
友
美
子

井

口

哲

也

高
野
美
由
紀

志
村
な
っ
き

滝

沢

美

帆

春

日

宏

介

志
村
晃
一

瀬

脇

和

幸

鷹

野

直

樹 興勢長暮
裕元新

緑樹子古

河西
東条
中二
島区

ρ 父

勇
紀

雄勝
嘉

彦
辰

雄

賢

二

H
H

征

男

グ

貞

二裕勉
三
智
彦

石

根進
啓

友
国

明悟
公

介力
隆

幸
幸

次晃
昭

一

重

直
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押

越

い

河

西

ヤ

西
条
一
区
一

河
東
中
島
村

西
条
二
区
向

上

河

東

一

清
水
新
居
一

河
東
中
島
町

西
条
一
区
叫

飯

喰

印

西
条
二
区
叫

飯

喰

吋

押

越

一

西
条
二
区
一

西
条
一
区
一

西
条
二
区
日

西
条
二
区
市

清
水
新
居
時

河
東
中
島
吋

西
条
二
区

西
条
二
区

西
条
一
区

西
条
二
区

河
東
中
島


